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10月21日（土）10月21日（土）にあります。ぜひ、ご参加下さい。

　　　　　　　この度、生徒会長になった２年４組の
　　　　　　菅原花梨です。
　　　　　　　私は、９月11日に行われた生徒会長
　　　　　　選挙で４っの目標を掲げました。迫桜生
が誇れる長所を作ること、校舎を綺麗に保つこと、時
間を守ること、三大行事に全員が参加し盛り上げるこ
と。良い伝統を引き継ぎ、新しい迫桜高校をつくります。
まずはその土台から。生徒会を中心に有言実行してい
きますので、どうぞよろしくお願いします。
　

　私は生徒会長という役職を１年間務め、本当にたく
さんの経験をさせて頂きました。校内だけでなく、他
校の生徒会役員や地域の方々といった多くの人と関わ
り、自分の視野も大きく広がりました。部活動との両
立や仕事の多さが辛かった時もありましたが、１年間
の任期を終えることができました。次の会長である菅
原花梨さんとともによりよい迫桜高校を創り上げてい
って下さい。
　最後に、１年間ご協力頂いた生徒会役員をはじめ先
生方、本当にありがとうございました。

２年４組　星　　夏月２年４組　星　　夏月
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一枚一枚貼りました

日本音楽部門に参加して日本音楽部門に参加して

新旧
２年４組　菅原　花梨

３年４組　伊藤　愛望

　私は今回、全国高等学校総合文化祭日本音楽部門に携わら
せていただいて、良い経験ができたと思います。迫桜高校は
箏曲部のない学校なので本当は参加出来ないのですが、コー
チの先生からお声をかけて頂き、宮城県合同チームの一員と
して参加することが出来ました。全国のたくさんの方々が見
に来ていらっしゃる中での演奏はとても緊張しましたが、一
生に一度というぐらいの機会なので、素晴らしい経験をさせ
て頂いたと思っています。私は運営の方にも関わらせて頂い
たのですが、合同チームでの練習やリハーサル、交流会の練
習であまり参加できなかったので、仕事があまり出来なかっ
たことが少し悔しかったです。他県の演奏を聴くことが出来
たのも良かったと思っています。賞にはいった高校の演奏は
もちろん、同じ曲でも高校によって表現の違いがでるのが面

白く、私がこれから練習
していくうえで参考にな
ることが多かったので勉
強になりました。
　今回は参加させて頂き、
本当にありがとうござい
ました。とても良い経験
をさせて頂いたので、こ
の経験を色々なことに活
かして頑張りたいと思い
ます。



監事　佐藤 みゆき

東北地区高Ｐ連
　盛岡大会に参加して

大 会北 大 会東 北東 大 会大 会
７月７日（金）

（３） 平成29年９月30日発行 （２）平成29年９月30日発行 宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報

仙 北支 部 総 会仙 北支 部 総 会

　６月16日、登米市迫町のホテルニューグランヴィア
を会場に、県高P連仙北支部総会が栗原、登米管内に
ある公立高校、計８校のPTA役員や事務局の先生方を
参集し、盛大に開催されました。我が迫桜高校PTAか
らは佐藤会長をはじめ事務局の先生を含め６名で参加
しました。総会では、主催者である築館高校前PTA会
長の白鳥光治さんの開会挨拶の後に登米高校PTA会長
の菅野忠美さんが議長を務め総会の議事に入りました。
　協議事項として28年度の事業報告、決算報告、29年
度の事業計画案、予算案、役員改選案、今後の事務局
当番校のローテーションの確認等、６つの議案が上程
されました。いずれの議案も全会一致で採択、承認さ
れスムーズな議事進行の元で円滑に総会を終え、無事
に29年度新役員体制に移行しました。新たな支部長と
して登米高校の菅野会長が就き、就任の挨拶では「活
発な単P活動が仙北支部、更には県高P連の活性化につ
ながるので各々の高校でのPTA活動をより一層盛り上
げていきましょう！」との呼びかけがありました。
　総会後には研究協議が開催され、28年度に県高P連
で行われた健全育成活動、進路対策活動、調査広報活
動の活動内容が報告され県高P連の委員会活動の一端
を垣間見る事が出来ました。
　報告の後に仙北支部８校で独自に行われている委員
会活動について参加者同士の質疑応答があり、東北地
区広報誌コンクールで優秀賞の栄誉に輝いた迫桜高校
PTA広報委員会の活動内容や広報誌作製の作業手順な
どに質問がおよび、広報委員でもある千田PTA副会長
が代表して広報誌作製の難しい点や配慮している点な
ど実例を挙げお答えしました。
　その後の、教育懇談会では軽食をいただきながら参
加していた各校の役員や事務局の先生方の自己紹介が
あったり、各校PTA活動の取り組みを紹介し合ったり、
和やかな雰囲気の中での交流を楽しみました。初めて
の参加でしたがこれからのPTA活動に大いに活用出来
る様々なお話を聴けて大変貴重な一日となりました。

県高P連仙北支部総会に参加して
副会長　小澤　大助

６月16日（金）

副会長　千田  三由紀
全国高Ｐ連に参加して

大 会国 大 会全 国全 大 会大 会

　炎天の下、第67回全国高等学校ＰＴＡ連合会大会が『有
徳の人』づくり～未来のために行動する「一人」を育て
よう～をテーマに静岡県小笠山総合運動公園エコパをメ
イン会場に開催され、全国から9,000人以上が集まり盛
大に行われました。
　１日目の基調講演では、静岡大学名誉教授の小和田哲
男氏を迎え、「戦国時代に学ぶ子育てと人づくり」と題し、
先人たちの生き様から未来のヒントをつかむことが大事。
“弱肉強食”勝ち組の武将の残した言葉を紹介されまし
た。
　午後の分科会では、「ネットトラブルの予防と対策」をテーマに講演があり、正しい情報・
知性を学び、身につける心構えが必要だと思いました。また、わかっちゃいるけどやめられ
ないスマホをどうしたらよいか？の問題点では、スマホから注意をそらす。スマホを見えな
いようにすることが効果的だそうです。これは実践あるのみだと思いました。
　２日目は、俳優の筧利夫氏が「これがオレの生きザマだ !」と、元気いっぱいのトークショ
ーで盛り上がりました。
　閉会後、会場の外で地元高校生の郷土芸能でお見送りしていただき、とても感動いたしま
した。充実した２日間でした。

８月24日（木）・25日（金）

研 修 旅 行研 修 旅 行研 修 旅 行
常任・企画委員　川田 清太郎

PTA研修旅行に参加して

　梅雨のまだ開けきらぬ７月22日（土）、ＰＴＡ研
修旅行で山形に行ってきました。参加者は校長先
生はじめ先生方７人、保護者は11名でした。前日
の天気予報で山形県は60％の降水確率でしたが、
予報が良い方に外れて内陸部らしい蒸し暑い日と
なりました。
　最初に訪ねた東北文教大学では、学長自ら大学
のＰＲをしていただきました。オープンキャンパ
スを翌日に控えて、職員に構内を案内され、熱心
に説明していただきました。
　その後、ラスクで有名なシベールファクトリー
メゾンに立ち寄り、昼食は寒河江の和食店で、見
た目も味も素晴らしい食事に舌鼓を打ちました。
　研修のおしまいは河北町の紅花資料館に行きま
した。ここでは紅花染め体験をしました。最後に
紅花資料館の前で、参加者それぞれが世界に一つ
だけの作品を手に全員の記念写真を撮りました。
会員相互の親睦を深められ有意義な研修となりま
した。

７月22日（土）

　朝から青空が眩しく暑く感じた７月７
日（金）「描けドリームアップ」～世界
の架け橋を郷土から～をテーマとして盛
岡市民文化ホールへ1,535名の方々が東北
６県より参加された盛岡大会。高校生に
よる発表で私達を出迎えてくれました。
中でも花巻農業高の鹿踊りの演舞に迫力
が伝わり、とても魅了されました。
　研究協議では「郷土から世界へ・現代
から未来へ羽ばたく子どもたちを応援す
るＰＴＡ」をテーマに各県代表校の発表
がありました。各校のＰＴＡから子への
思いや願いが強く伝わり、私たち大人が
自立支援をすることが大切なのだと共感
しました。その中でも青森県弘前東高の
活動には、とても興味深く笑いのあった
発表でした。内容は、少しでも社会人と
しての心構えを伝えたいという思いから
「卒業生に送る寸劇」を13年前から同窓
会・後援会ＰＴＡが劇団を作り卒業式当
日に披露してきたそうです。寸劇を観て
いる卒業生の笑顔も印象的でした。年々
回を重ねるごとに出演者同士のつながり
も強固になり、学校全体で子どもへ大切
なものを教え、この寸劇の他にもＰＴＡ
の活動も活発になっているそうです。
　私たち迫桜では何ができるだろうか？
子どもにはどう映っている
のだろうか？子どもへの手
助けは、未来へ向き合うた
めの大切なことで、次世代
を担う人間づくりへ繋げて
いける様に努めたいと思い
ました。

前期の前期のＰＴＰＴ 活動活動ＡＡ



スマートフォン
等を所有した時期質問２

時期 割合生徒数
小５以前

小６
中１
中２
中３

高校入学後

22
27
75
89

152
158

4％
5％

14％
17％
29％
30％

スマートフォン等を所有して
いる生徒数

質問１

男 子 女 子 合 計
①スマホのみ所有
②携帯電話のみ所有
③ ①と②いずれも所有

214
0
9

294
0
6

508
0

15

項　　　目

スマートフォン等を所有する理由（上位5項目）質問３

男 子 女 子 割 合
①家族との通話やメールのため
②友人との通話やメールのため
③ＬＩＮＥなどのＳＮＳを利用するため
④緊急時の連絡用
⑤インターネットに接続するため

204
171
146
146
104

283
249
232
207
153

91％
79％
71％
66％
48％

項　　　　　目

1ヶ月の平均的な使用料金質問４

男 子 女 子 合 計
①～ 3,000 円未満
②3,000 円～ 6,000 円未満
③6,000 円～ 9,000 円未満
④9,000 円～ 12,000 円未満
⑤12,000 円～ 15,000 円未満
⑥15,000 円～ 18,000 円未満
⑦18,000 円～ 21,000 円未満
⑧21,000 円以上

11
73
60
59

8
1
5
6

13 
75 
91 
96 
18 

1 
3 
3 

24 
148 
151 
155 

26 
2 
8 
9 

項　　　　　目

1ヶ月の平均的な使用料金質問５

男 子 女 子 合 計
①ほぼ使用しない
②30 分未満
③30 分～ 1 時間未満
④1 時間から 2 時間未満
⑤２時間から 3 時間未満
⑥３時間から 4 時間未満
⑦４時間から 5 時間未満
⑧５時間以上

2
2

12
45
64
42
22
34

0
2

12
58
87
68
34
39

2
4

24
103
151
110

56
73

項　　　　目

ＳＮＳ等の利用に伴う危険性
（上位5項目を認識している生徒数）質問８

合 計
①金銭トラブル
②個人情報の流出や悪用
③いじめ問題
④ネットウイルスへの感染
⑤炎上

432
409
402
368
363

項　　　目

スマートフォン等の情報端末を利用して
以下の被害に遭った生徒質問６

男 子 女 子 合 計
①嫌な思い・いじめ 
②いじめの見聞 
③被害 

10
24

7

23
40
17

33
64
24

項　　　目

表中の①③で生徒自身が実際に体験した被害のうち
特徴的な物を挙げなさい
・悪口をかきこまれた　・写真を拡散された　・誹謗中傷された
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に
対
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
日
々
、
生
徒
諸
君
の
元
気
な
姿
が
学
校
の
至

る
所
で
見
ら
れ
ま
す
。
様
々
な
個
性
を
持
ち
、

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
悩
み
や
課
題
を
抱
え
、
そ
れ

ら
を
乗
り
越
え
、
自
ら
を
高
め
よ
う
と
す
る
生

徒
達
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命

で
あ
り
、
仕
事
の
励
み
と
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
校
生
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
資
質
・
可
能

性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
学
校
内
外
で
生
徒
諸
君

と
交
わ
す
何
気
な
い
言
葉
、
そ
の
物
腰
か
ら
、

人
柄
の
良
さ
、
素
直
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。
部
活
動
に
取
り
組
む
真
剣
さ
、
熱
心
さ
は

好
感
が
持
て
ま
す
。
大
会
会
場
で
見
せ
る
礼
儀

正
し
さ
は
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。
様
々
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
数
多
く
の
生
徒
が
主
体
的

に
参
加
す
る
な
ど
、
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
何
人
か
の
生
徒
と
面
談
し
た
際
、「
迫
桜
高

校
を
選
ん
だ
理
由
は
？
」
と
の
問
い
か
け
に
、

「
自
分
で
時
間
割
を
選
ぶ
こ
と
が
出
来
る
。
自

分
で
科
目
選
択
を
す
る
こ
と
で
、
将
来
の
方
向

性
を
探
し
て
い
き
た
い
。」
と
、
多
く
の
諸
君

が
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
中
学
校
ま
で
の
自
分

か
ら
の
飛
躍
、
こ
れ
か
ら
自
分
が
社
会
に
ど
ん

な
貢
献
が
出
来
る
の
か
、
そ
の
た
め
に
は
ど
の

よ
う
な
道
が
あ
る
の
か
を
真
摯
に
考
え
た
い
、

と
い
う
姿
勢
を
誠
実
に
語
っ
て
く
れ
る
諸
君
が

多
く
、
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る
。
自
分
に
出
来
る

こ
と
を
真
面
目
に
考
え
て
い
る
。
け
れ
ど
も

き
っ
か
け
が
な
い
と
、
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出

す
こ
と
に
躊
躇
し
て
し
ま
う
、
素
朴
だ
け
れ
ど

も
自
分
に
少
し
自
信
を
持
て
ず
に
い
る
、
そ
ん

な
人
柄
を
感
じ
ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
授
業

内
容
を
よ
り
深
め
、
中
学
校
や
大
学
、
企
業
や

地
域
と
の
連
携
の
場
を
提
供
し
、
学
ん
だ
こ
と

を
表
現
で
き
る
経
験
を
通
し
て
、
裏
付
け
あ
る

自
信
を
身
に
つ
け
て
欲
し
い
、
そ
の
た
め
の
手

助
け
を
学
校
は
行
っ
て
い
き
た
い
と
、
学
校
運

営
に
当
た
り
、
私
た
ち
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
日
常
的
な
高
校
生
活
で
は
、
荷
物
の
整
理
が

不
十
分
で
あ
る
、
ス
マ
ホ
の
使
い
方
に
未
熟
な

と
こ
ろ
が
見
ら
れ
る
、
授
業
を
受
講
す
る
態
度

に
改
善
の
必
要
が
あ
る
者
も
い
る
な
ど
、
私
た

ち
が
指
導
す
べ
き
事
柄
は
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま

す
。
せ
っ
か
く
の
善
行
、
人
間
性
の
良
さ
が

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
か
ら
誤
解
さ
れ
否
定
さ
れ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
心
を
配
っ
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
す
べ
て
の
生
徒
に
と
っ
て
、
家
庭
が
心
の
支

え
で
す
。
私
た
ち
も
学
校
と
い
う
場
を
通
し
、

生
徒
諸
君
の
成
長
に
寄
与
で
き
る
よ
う
協
力
し

て
参
り
ま
す
。
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

（５） 平成29年９月30日発行 （４）平成29年９月30日発行 宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報

生
徒
指
導
部
長
　
目
　
黒
　
幸
　
治

「
ス
マ
ホ
は
必
要
？
」

「
ス
マ
ホ
は
必
要
？
」

　
毎
年
春
に
、
「
生
徒
指
導
の
諸

調
査
」
と
い
う
も
の
が
県
か
ら
送

ら
れ
て
き
て
、
全
生
徒
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
り
、
集
計
し
て
報
告

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

報
告
を
昨
年
か
ら
ま
と
め
て
い
る

が
、
昨
年
も
今
年
も
、
「
果
た
し

て
ス
マ
ホ
は
今
の
生
徒
た
ち
に

と
っ
て
必
要
な
も
の
な
の
だ
ろ
う

か
？
」
と
い
う
疑
問
を
抱
か
ざ
る

を
得
な
い
。

　
質
問
事
項
等
は
毎
年
少
し
ず
つ

変
わ
っ
て
い
く
の
だ
が
、
こ
こ
５

年
く
ら
い
を
比
較
す
る
と
、

①
Ｈ
24
年
の
集
計
で
は
携
帯
電
話

を
持
つ
も
の
の
う
ち
、
ス
マ
ホ

を
持
つ
も
の
は
43
％
で
あ
っ
た

に
も
係
わ
ら
ず
、
Ｈ
29
年
は
１

０
０
％
と
な
っ
て
い
る
。
ス
マ

ホ
の
急
激
な
普
及
に
驚
く
ば
か

り
で
あ
る
。

②
持
ち
始
め
た
時
期
は
、
Ｈ
26
年

が
中
学
２
年
ま
で
で
33
％
で
あ

る
の
に
対
し
、
Ｈ
29
年
は
41
％

も
の
で
あ
る
。

⑤
そ
し
て
、
１
番
の
問
題
だ
と
考

え
る
の
は
、次
の 「
ス
マ
ホ（
Ｓ

　
Ｎ
Ｓ
）
の
使
用
で
減
少
し
た
時

間
は
？
」
と
い
う
質
問
の
答
え

で
あ
る
。 

Ｈ
26
年
の
上
位
４
つ

（
複
数
回
答
可
）が
　 

①
勉
強

（
35
％
）②
テ
レ
ビ（
30
％
）③
睡

眠（
25
％
）④
読
書（
17
％
）で
、

Ｈ
29
年
が
①
テ
レ
ビ（
38
％
）②

睡
眠（
33
％
）③
勉
強（
32
％
）④

読
書（
27
％
）と
な
っ
て
い
る
よ

　
う
に
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い

な
い
。
つ
ま
り
少
な
く
と
も
迫

桜
生
は
、
テ
レ
ビ
は
置
い
て
お

い
た
と
し
て
も
、
勉
強
と
睡
眠

と
読
書
を
す
る
時
間
を
削
っ
て

ス
マ
ホ
を
触
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
勉
強
時
間
を

削
っ
た
こ
と
が
成
績
悪
化
に
つ

な
が
り
、
睡
眠
時
間
を
削
っ
た

こ
と
が
体
調
不
良
に
つ
な
が

り
、
そ
の
結
果
面
白
い
動
画
を

見
つ
け
た
と
か
に
一
喜
一
憂

し
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
ス
マ
ホ
使
用
に

よ
っ
て
減
少
し
た
時
間
の
中
で

と
な
っ
て
い
る
。
早
期
に
を
手

に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
時
代
の
特
徴
な
の
だ
ろ

う
。

③
所
有
す
る
理
由
に
も
変
化
が
見

ら
れ
る
。「
友
人
や
家
族
と
の

メ
ー
ル
の
た
め
」
が
１
番
の
理

由
で
あ
る
が
、近
年「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
す
る
た

め
」
が
ど
ん
ど
ん
数
値
を
伸
ば

し
て
き
て
い
る
。（
Ｈ
26
年
62
％

↓
Ｈ
29
年
72
％
）
そ
れ
に
合
わ

せ
て
、
ス
マ
ホ
等
の
情
報
機
器

を
通
じ
て
嫌
な
思
い
を
し
た

り
、
い
じ
め
を
見
た
り
聞
い
た

り
し
た
事
の
あ
る
生
徒
も
増
え

て
い
る
。（
Ｈ
26
年
17
％
↓
Ｈ
29

年
23
％
）
単
純
に
連
絡
を
取
り

合
う
だ
け
の
機
器
で
は
無
く

な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

④
１
日
の
使
用
時
間
で
あ
る
が
、

「
４
時
間
以
上
」
と
答
え
て
い

る
生
徒
が
、
Ｈ
24
年
か
ら
変
わ

ら
ず
25
％
前
後
（
４
人
に
１

人
）
い
る
と
い
う
の
は
困
っ
た

迫
桜
生
の
ス
マ
ホ
に
関
す
る

　
　ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

も
、
最
近
増
え
て
き
て
い
る
の

が
、
「
友
人
と
の
会
話
」
（
５

　
％
↓
９
％
）
や
「
家
族
と
の
会

話
」
（
７
％
↓
11
％
）
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
嘆
か
わ
し
い
限

り
で
あ
り
、
そ
の
上
「
自
分
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が

足
り
な
い
と
思
っ
て
い
る
生
徒

が
多
く
い
る
」
こ
と
を
考
え
て

も
、
「
ス
マ
ホ
＝
悪
」
で
は
な

い
か
と
さ
え
思
っ
て
し
ま
う
。

　
確
か
に
、
使
い
方
を
間
違
え

ず
、
節
度
を
持
っ
て
使
用
す
る
こ

と
が
出
来
れ
ば
、
こ
の
上
な
く
便

利
な
も
の
だ
と
思
う
。
た
だ
、

「
使
い
方
を
間
違
え
ず
、
節
度
を

持
っ
て
使
用
す
れ
ば
」
で
あ
る
。

ス
マ
ホ
の
画
面
を
見
な
が
ら
友
人

と
会
話
を
し
て
い
る
姿
や
、
始
業

の
ベ
ル
が
鳴
っ
た
こ
と
に
さ
え
気

付
か
ず
に
ひ
た
す
ら
に
画
面
に
見

入
っ
て
い
る
姿
を
日
頃
か
ら
見
て

い
る
と
、
君
達
に
と
っ
て
本
当
に

必
要
な
ア
イ
テ
ム
な
の
か
ど
う
か

疑
い
た
く
な
る
私
で
あ
る
。
「
校

内
で
は
使
用
禁
止
」
と
す
る
学
校

も
あ
る
が
、
私
自
身
は
「
節
度
を

教
え
て
い
き
た
い
」
と
考
え
て
い

る
の
で
、
導
入
し
よ
う
と
は
思
っ

て
い
な
い
。
た
だ
、
今
後
も
ど
ん

ど
ん
ス
マ
ホ
の
悪
影
響
ば
か
り
増

え
て
い
っ
て
目
に
余
る
よ
う
で
あ

れ
ば
、
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う

な
る
前
に
、
迫
桜
生
の
自
浄
作
用

で
少
し
で
も
改
善
に
向
か
っ
て
動

い
て
欲
し
い
と
願
う
ば
か
り
で
あ

る
。

回答者データ

男子
女子
男子
女子
男子
女子

男 子 計
女 子 計
合　計

88
112

86
101

70
98

244
311
555

85
108

79
99
68
96

232
303
535

96％
96％
91％
98％
97％
97％

96％

在籍 回答 回答率

１
年

２
年

３
年

生徒数

フィルタリングを知っている生徒・利用して
いる生徒数質問７

男 子 女 子 合 計
①フィルタリングを知っている  
②フィルタリングを利用してる  

195
129

227
163

422
292

項　　　目

フィルタリング使用率　55％

質問１

質問2

質問4

質問3

質問5

質問6

質問7

質問8

（複数回答）（複数回答）



専
門
委
員
会
の
活
動

専
門
委
員
会
の
活
動進

路
委
員
会

進
路
委
員
会

進
路
委
員
会　

今
年
の
夏
休
み
は
天
候
が
は
っ
き
り
し
な
い
日
々
が
続
き
、
若

柳
の
花
火
当
日
も
雨
の
中
行
わ
れ
ま
し
た
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様

は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
進
路
委
員
会
で
は
７
月
22
日
㈯
に
企
画
委
員
会
と
合
同

で
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
研
修
会
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。
研
修
先
は
、

山
形
方
面
の
東
北
文
教
大
学
と
河
北
町
紅
花
資
料
館
で
し
た
。
私

立
の
大
学
と
い
う
こ
と
で
設
備
が
整
っ
て
い
て
お
子
様
の
進
路
は

様
々
で
す
が
、
進
学
を
さ
れ
る
お
子
様
を
持
つ
会
員
の
皆
様
に

と
っ
て
は
大
変
貴
重
な
体
験
に
な
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
紅
花
資

料
館
で
は
、
平
安
時
代
か
ら
高
貴
で
高
い
官
位
を
表
す
色
と
さ
れ

た
紅
花
で
世
界
に
一
つ
だ
け
の
シ
ル
ク
ハ
ン
カ
チ
の
絞
り
染
め
を

体
験
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
10
月
21
日
㈯
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
親
子
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
土
曜
日
と
い
う
こ
と
で
ご
多
用
中
の
事
と
は

存
じ
ま
す
が
、
こ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
参
加
さ
れ
、
親
子
共
に
大
切

な
進
路
に
つ
い
て
は
な
せ
る
機
会
に
し
て
頂
け
ま
す
よ
う
に
、
多

　
　
　
数
の
御
参
加
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

　
　
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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●

●
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広
報
委
員
会

広
報
委
員
会　

広
報
委
員
会
で
は
、
「
楽
し
く
活
動
す
る
」
を
活
動
方
針
の
も

と
に
一
年
間
活
動
し
て
行
く
事
に
し
ま
し
た
。
誰
が
見
て
も
分
り

や
す
く
、
楽
し
め
る
広
報
誌
に
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
６
月
30
日
に
発
行
の
号
外
を
始
め
、
９
月
30
日
発
行
の
33
号
、

３
月
１
日
発
行
の
34
号
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
33
号
で
は
迫
桜

祭
や
、
高
校
総
体
並
び
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
等
の
様
子
を
皆
様
に
お
届

け
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
使
い
方
に
つ
い
て
の
特
集
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
家
庭
で
使

用
方
法
、
使
用
時
間
等
、
話
題
に
し
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
や
先
生
等
の
協

力
の
も
と
、
広
報
「
迫
桜
」
を
発
行
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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企
画
委
員
会　

企
画
委
員
会
は
会
員
間
の
交
流
を
深
め
る
事
業
が
中
心
と
な
り

ま
す
。
今
年
度
も
新
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
進
路
委
員
会
と
合
同
の
研
修
旅
行
」
で
は
、
開
学
50
周
年
を

迎
え
た
短
期
大
学
を
併
設
す
る
東
北
文
教
大
学
の
見
学
で
は
、
少

人
数
制
の
教
育
シ
ス
テ
ム
を
見
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
㈱
シ

ベ
ー
ル
で
は
工
場
見
学
を
、
紅
花
資
料
館
で
は
手
を
真
っ
赤
に
染

め
な
が
ら
、
貴
重
な
紅
花
染
め
の
体
験
で
ハ
ン
カ
チ
を
染
め
ま
し

た
。

　
「
迫
桜
祭
の
バ
ザ
ー
」
で
は
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し

た
提
供
品
を
安
価
で
販
売
い
た
し
ま
し
た
。
出
品
の
ご
協
力
感
謝

い
た
し
ま
す
。
収
益
金
は
在
校
生
の
た
め
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
は
保
護
者
に
も
進
路
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
活
動
で
す
。

　
高
校
生
と
も
な
る
と
親
か
ら
離
れ
世
界
が
広
が
る
子
供
た
ち
に

負
け
ず
、
私
た
ち
も
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
合
言
葉
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
「
パ
ッ
と
・
楽
し
く
・
ア
ク
テ
ィ
ブ

　
　
　
に
！
」

　

企
画
委
員
会

健
全
育
成
委
員
会

　
健
全
育
成
委
員
会
で
は
「
生
徒
の
健
全
育
成
」
を
目
的
に
Ｐ
Ｔ

Ａ
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
皆
様
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
一
体
と
な

っ
た
活
動
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
７
月
21
日
に
は
学
警
連
市
内

合
同
巡
回
が
行
わ
れ
、
警
察
署
、
教
職
員
お
よ
び
保
護
者
が
合
同

で
市
内
巡
回
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
地
域
一
斉
に
行
わ
れ

て
お
り
、
若
柳
地
区
以
外
に
も
築
館
や
佐
沼
な
ど
で
も
商
業
施
設

を
中
心
に
巡
回
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
警
察
の
方
々
、

そ
し
て
、
巡
回
先
で
あ
る
地
域
の
皆
様
の
意
見
や
情
報
を
頂
き
、

色
々
な
情
報
交
換
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
10
月
上
旬
に
迫
桜
高
校
正
門
付
近

に
お
い
て
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
、
12
月
に
第
２
回
目
の
学
警
連

市
内
合
同
巡
回
を
、
１
月
に
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
予
定
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
の
活
動
は
保
護
者
の
皆
様
は
も
ち
ろ
ん
、

教
職
員
、
警
察
や
地
域
の
方
々
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
活
動
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
子
供
た
ち
を
守

る
社
会
環
境
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
ご
協

　
　
　
　
　
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
　

健
全
育
成
委
員
会

健
全
育
成
委
員
会
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渡　邉　　　弘委員長
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♠♥♣♦♠♥♣♦♠♥♣♦♠♥♣♦♠♥♣♦♠♥♣♦♠♥♣♦

鈴　木　弥　生委員長

迫桜の良さを伝えたい

地域と協力し健全育成を
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♠♥♣♦♠♥♣♦♠♥♣♦♠♥♣♦♠♥♣♦♠♥♣♦♠♥♣♦

鈴　木　稔　也　　委員長
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阿　部　美由紀委員長

合言葉は「Ｐ・Ｔ・Ａ！」

迫桜生の明るい未来に
今できること
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スクールライフスクールライフスクールライフ

球技大会球技大会球技大会

職場体験職場体験職場体験

入  学  式入  学  式入  学  式HAKUOU前期
の歩み

HAKUOU前期
の歩み

HAKUOU前期
の歩み

HAKUOU前期
の歩み

授業風景授業風景授業風景

総　体総　体総　体
８月26日（土）　校内発表
８月27日（日）　一般公開

桜迫 桜迫
PTAバザ

ー
PTAバザ

ー

今年はくじ引きも
ありました。

祭祭

売上総額
21,320円になりました。

球技大会・運動会用のトロフィーを
購入させていただきます。
ご協力ありがとう
ございました !!

迫  桜  祭迫  桜  祭迫  桜  祭
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特特集集
福祉教養系列福祉教養系列迫桜を知る!!迫桜を知る!!

■どんな生徒が選択しているの？

■どんなことを学べるの？

・おじいちゃんおばあちゃんが大好きな人
・将来、人の役に立つ仕事がしたい人
・手に職をつけたり、地域を支えたい人
　　　　　　　　　　　　　などなど‥

・おじいちゃんおばあちゃんが大好きな人
・将来、人の役に立つ仕事がしたい人
・手に職をつけたり、地域を支えたい人
　　　　　　　　　　　　　などなど‥

■どんな生徒が選択しているの？

■どんなことを学べるの？
専門科目表専門科目表

　福祉教養系列は福祉系高等学校として、福祉の心の育成と豊かな
人間形成を基盤とした地域社会福祉に貢献できる人材育成を目指し
ています。平成28年度は生徒６名が介護福祉士国家試験を受験し
ており、これまでに172名の卒業生が介護福祉士や訪問介護員とし
て地域で活躍しています。
　福祉についての広い視野を育て、自分たちにできることは何なの
かを考え、工夫し、実践できる生徒たちを育てられるよう人材育成
に取り組んでいきたいと思います。

　福祉教養系列は福祉系高等学校として、福祉の心の育成と豊かな
人間形成を基盤とした地域社会福祉に貢献できる人材育成を目指し
ています。平成28年度は生徒６名が介護福祉士国家試験を受験し
ており、これまでに172名の卒業生が介護福祉士や訪問介護員とし
て地域で活躍しています。
　福祉についての広い視野を育て、自分たちにできることは何なの
かを考え、工夫し、実践できる生徒たちを育てられるよう人材育成
に取り組んでいきたいと思います。

決められた科目を履修・修得することで介護福祉士国家試験の
受験資格が得られます。

　２年次より社会福祉施設にて実習
を行います。夏休み中に行う８日間
の居宅介護事業所での実習は、自分
と異なる世代の方々とのコミュニケ
ーションを中心に学び、また、食事
・排泄・入浴の介護の実際について
理解します。次に９月から１１月に
かけ、週１回で８日間の実習を行い
ます。施設に入所している方々の生
活の特徴を理解し、基本的な介護技
術について経験します。続いて、３
月に同施設にて８日間の実習を行い
ます。今まで経験できなかった介護
技術を積極的に経験することはもち
ろんですが、主体的な活動としてレ
クリエーションを企画し実施します。

入所者の特徴を捉え、目的を明確に
したレクリエーションの企画と運営
は生徒たちに責任感と達成感をもた
らすことができます。３年次での実
習は１名の利用者を受け持ち、ICF
の項目に基づく情報収集、アセスメ
ント、生活課題の抽出、解決方法の
立案、実践、評価までと介護過程の
展開を行います。専門職としての役
割を自覚することができ、主体的に、
利用者中心の
ケアの必要性
を考え、学び、
著しく成長す
ることができ
ます。

　栗原市若柳支部主催のわかやなぎ福祉のつどいに参加しました。ステージ
では学校紹介やロコモ体操の発表、ふれあいコーナーでは栗原中央病院石田
先生の指導のもと、ロコモ度チェックのブースを設け運営しました。地域の
方々とふれあうことで、栗原・若柳地域の高齢者の現状について理解が深ま
り、介護予防の必要性や地域における福祉を学ぶ高校生としての関わり方や
役割を考える機会となりました。

　訪れた方々へ、車椅子介助について説明をし、介助の実際を体験してもら
いました。自分では分かっているつもりでも他者に伝えることの難しさに気
づくことができ、相手に理解してもらうためのコミュニケーション能力の必
要性についても学ぶことができました。

「わかやなぎ福祉のつどい」

「みやぎ産業教育フェアへの参加」

「わかやなぎ福祉のつどい」

「みやぎ産業教育フェアへの参加」

介護実習について

年 教  科  名 群 単
位 内　　　　容

１ 座学
実習 　 　

２

座

学

　 　

　
　

　 　

　 　

　 　

実

習

　
　

　

３

座

学

　

　

　

　

　

実

習

　

　

社会福祉基礎① ２１年次
選択

社会福祉って何だろう。人間の尊厳について理解
し、社会福祉の理念や意義について、ともに考え、
学びます。

社会福祉基礎② ２Ⅰ群 日本や外国における社会福祉思想の流れを学び、
生活を支える社会保障制度について理解を深めます。

介護福祉基礎
①② ５Ⅵ群

Ⅶ群
介護の意義と役割を理解し、介護を適切に行うた
めに必要な基礎的な知識と技術を学びます。

コミュニケー
ション技術 ２Ⅴ群α

コミュニケーションの意義と役割を学び、基本技
術を習得します。点字や手話など利用者に応じた
コミュニケーションの方法を学びます。

こころとからだ
の理解① ４Ⅱ群

人体の構造と機能、心のしくみを学びます。また、
心身の状況に合わせた介護ができるよう、基礎的
な知識を習得します。

こころとからだ
の理解② Ⅳ群 ４

人間の発達と老化について学び、高齢者に多い病
気を勉強します。また、認知症の特徴や障害を引
き起こす病気についても学びます。

Ⅶ群介護総合演習 ３
介護実習の事前・事後学習や介護実習にて行った
介護過程について、事例研究としてまとめ、発表
します。

Ⅰ群
Ⅸ群
Ⅴ群β

生活支援技術
②③④ ８

身体障害や知的障害、精神障害を抱える方が自立
して生活できるよう具体的な援助方法について学
びます。

４介護実習①② Ⅳ群
Ⅴ群α

高齢者施設や障害者施設にて介護実習を行います。
異なる年代の方とのコミュニケーション、基礎的
な介護技術の習得、レクリエーションの企画、運
営を行います。

Ⅷ群
Ⅹ群介護実習③④ ７

介護計画を立案し、施設での中間カンファレンス
を経て実践・評価をし、利用者の個々のニーズに
沿った介護について思考を深めます。

介護過程① ２
根拠に基づく介護が行えるよう、観察力、アセス
メント力、計画力、実践力、評価をする力を学び
ます。

Ⅲ群β

生活支援技術
① ２

身じたくや食事、移動、排泄、入浴や清潔保持な
ど生活をする上で、不自由さを抱える方の具体的
な支援方法を学びます。

Ⅲ群α

介護過程② ２ 事例に基づく具体的な介護過程について演習を行
います。Ⅵ群

フレックス １ 介護福祉士国家試験を目指した学習を行います。

２フレックス
介護実習のための事前準備やオリエンテーション、
理解を深めるための自己学習、生活支援技術の練
習を行います。

今年度・昨年度の実績から

　東北大会への参加を目指し、校内にて介護技術コンテストを行いました。
課題に向き合い、どのような介護が必要なのか考え、また、評価し合うこと
で、互いの対人援助に対する考え方や介護技術を高め合うことができました。
いままで学んだ知識と技術を統合して、様々な介護の場面において、適切か
つ安全に支援できる力を身につけることができました。今年度は３年次生３
名が東北大会に出場し、奨励賞を受賞しました。

『校内介護技術コンテストおよび
 東北地区高校生介護技術コンテストへの参加』
『校内介護技術コンテストおよび
 東北地区高校生介護技術コンテストへの参加』

各種取り組み



　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　

（13） 平成29年９月30日発行 （12）平成29年９月30日発行 宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報

3年5組　髙橋　結奈

ホッケー部女子

　人数が少ない中、チーム一丸となり試合に
挑むことができました。そして最後まで一人
一人があきらめず、悔いの残らない試合がで
きました。本当に支えてくださった方々には感
謝しかありません。ありがとうございました。

3年2組　小野寺　楓

卓球部女子 団体

　約２年間、インターハイを目標に活動してき
ました。目標は達成できませんでしたが、恵
まれた環境で多くの方々に支えられて練習で
きた日々は、本当に貴重で楽しかったです。
ありがとうございました。

2年3組　佐々木　歩

陸上部男子やり投げ

　県大会ではケガをするというアクシデ
ントがありましたが、東北大会に出場す
ることができて良かったです。新人戦、
ユース、来年の高総体では、より良い結
果を出せるよう頑張りたいと思います。

3年4組　岩嶋　一馬

陸上部男子110ｍハードル

　初めての東北大会
で、インターハイま
で繋ぐことはできま
せんでした。これま
で陸上を続けてこら
れたのは先生、友達、
家族の支えがあった
からだと思います。
６年間陸上を続けて
こられて、本当に楽
しかったです。

2年2組　佐々木侑汰

水泳部男子 200Ｍバタフライ

　東北大会では 6 位という結果
でインターハイに行くことはでき
ませんでした。この結果を糧にし、
来年は東北大会で表彰台、そし
てインターハイに行けるように頑
張りたいです。

る

迫迫迫

桜桜桜
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岩
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馬

　
や
り
投
げ
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四
位
　
佐
々
木
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東
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大
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出
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ホ
ッ
ケ
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部
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二
位
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出
場
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〇
〇
Ｍ
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平
成
29
年
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栗
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登
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支
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総
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城
県
総
合
体
育
大
会
結
果



　
当
社
は
平
成
二
十
六
年
に
若
柳
川
南

に
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
花
つ
つ
み
を
開
設

し
、
現
在
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
二
事
業
所
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
を
運
営
し
て
お

り
ま
す
。
介
護
事
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
何
ら
か
の
形
で
地
域
貢
献
で
き
な

い
か
、
地
域
と
の
関
わ
り
を
深
め
て
い

く
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
様
々
な
取
り

組
み
の
中
で
商
工
会
を
通
じ
、
迫
桜
高

校
の
生
徒
さ
ん
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
事
業

や
若
柳
夏
ま
つ
り
で
関
わ
り
を
持
た
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
事
業
で
は
二
名
の
生

徒
さ
ん
に
当
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作

成
し
て
い
た
だ
き
、
少
な
い
時
間
の
中

で
真
剣
に
取
り
組
む
姿
勢
に
は
深
く
感

心
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
若
柳
夏
ま

つ
り
で
は
合
唱
部
の
皆
さ
ん
に
イ
ベ
ン

ト
参
加
へ
ご
協
力
い
た
だ
き
、
素
敵
な

歌
声
で
お
祭
り
に
華
を
添
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
直
接
お
話
を
し
た
事
が
な

い
生
徒
さ
ん
の
中
に
も
、
当
事
業
所
の

前
で
職
員
や
利
用
者
様
に
会
う
と
「
こ

ん
に
ち
は
」
と
爽
や
か
な
挨
拶
を
さ
れ

る
姿
が
み
ら
れ
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い

生
徒
さ
ん
が
多
数
い
る
こ
と
に
感
心
し

て
お
り
ま
す
。

　
高
校
生
活
の
中
で
様
々
な
人
に
出
会

い
、
学
び
、
多
く
の
経
験
を
し
、
仲
間

と
共
に
楽
し
み
、
時
に
は
悩
み
、
失
敗

す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
の

よ
う
な
経
験
も
今
後
の
人
生
に
お
い
て

無
駄
に
な
る
こ
と
は
一
つ
と
し
て
あ
り

ま
せ
ん
。
進
学
や
就
職
で
地
元
を
離
れ

る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
に
経
験
を
積
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
多

く
の
皆
さ
ん
が
地
域
に
戻
り
町
づ
く
り

の
中
心
と
な
り
素
晴
ら
し
い
未
来
を
つ

く
り
あ
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
ま

す
。　

地
域
の
声

地
域
の
声

地
域
の
声

̶ 

迫
桜
を
支
え
る
方
々 

̶
̶ 

迫
桜
を
支
え
る
方
々 

̶

　
平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
九
日
午
前

六
時
二
分
、
家
中
の
ス
マ
ホ
や
テ
レ
ビ

か
ら
聞
き
な
れ
な
い
音
が
け
た
た
ま
し

く
鳴
り
、
外
か
ら
は
防
災
無
線
放
送
。

全
国
に
向
け
て
初
め
て
の
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

が
発
信
さ
れ
た
。
北
朝
鮮
か
ら
ミ
サ
イ

ル
発
射
だ
。「
ど
こ
へ
避
難
し
た
ら
い

い
の
。」「
ミ
サ
イ
ル
落
ち
た
ら
。」
結

局
何
も
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
テ
レ
ビ

を
見
て
座
っ
て
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
質
問
で
す
。
今
、
私
た
ち
の

居
る
場
所
は
安
全
と
言
え
る
で
し
ょ
う

か
？
私
は
も
ち
ろ
ん
安
全
だ
と
は
思
っ

て
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
ミ
サ
イ
ル

よ
り
も
身
近
な
所
に
危
険
が
潜
ん
で
い

る
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、
そ
の
一
つ
が

交
通
事
故
で
す
。
平
成
二
十
八
年
の
全

国
に
お
け
る
交
通
事
故
死
者
数
は
、
約

三
九
〇
〇
人
で
、
毎
日
十
人
以
上
が
、

交
通
事
故
に
よ
り
死
亡
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
仕
事
は
、
た
だ
免
許
を
取
得

さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、「
安
全
な
運

転
者
の
育
成
」
つ
ま
り
、「
事
故
を
起

こ
さ
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
」
を
育
成
す
る

た
め
、
地
域
の
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
と

し
て
各
関
係
団
体
と
連
携
、
講
習
会
等

を
通
じ
交
通
事
故
防
止
の
啓
蒙
に
努
め

て
お
り
ま
す
。

　
中
で
も
迫
桜
高
校
の
皆
さ
ん
と
は
、

原
付
講
習
会
等
交
流
が
あ
り
、
毎
年
、

「
新
規
バ
イ
ク
通
学
者
講
習
会
」、「
原

付
バ
イ
ク
技
能
講
習
会
」
約
八
十
名
か

ら
九
十
名
の
生
徒
さ
ん
に
ご
来
校
頂
い

て
お
り
ま
す
。
特
に
「
新
規
バ
イ
ク
通

学
者
講
習
会
」
は
、
原
付
免
許
を
取
得

し
た
ば
か
り
の
生
徒
さ
ん
が
通
学
許
可

前
に
行
う
講
習
で
、
コ
ー
ス
を
解
放
し

少
人
数
で
開
催
さ
れ
る
た
め
、
基
本
的

な
日
常
点
検
か
ら
道
路
上
の
危
険
を
予

測
し
た
運
転
な
ど
、
個
々
に
指
導
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
間
行
事
で

忙
し
い
中
、
迫
桜
高
校
の
「
安
全
」
に

対
す
る
取
り
組
み
と
意
識
の
高
さ
に
、

私
達
も
全
力
で
お
応
え
し
た
く
、
地
域

の
安
全
運

転
セ
ン
タ

ー
と
し
て

今
後
も
そ

の
役
割
を

果
た
し
て

行
く
所
存

で
す
。
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私
が
若
柳
高
校
を
卒
業
し
て
早
三
十

六
年
が
経
ち
ま
す
。

　
卒
業
後
す
ぐ
、
伯
父
の
知
り
合
い
の

仙
台
の
洋
菓
子
店
で
六
年
間
修
行
し
た

の
ち
、
地
元
に
小
さ
い
な
が
ら
お
店
を

持
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
小
さ
い
お

店
で
十
年
間
自
分
な
り
に
努
力
し
、
お

客
様
に
支
え
ら
れ
迫
桜
高
校
近
く
に
新

店
舗
を
移
転
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
私
は
最
初
か
ら
洋
菓
子
作

り
を
目
指
し
て
い
た
訳
で
は
な
く
、
子

供
の
頃
か
ら
物
作
り
が
好
き
だ
っ
た
の

で
、
手
作
り
出
来
る
物
で
あ
れ
ば
何
で

も
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
父
が
餅
菓
子

屋
を
営
ん
で
お
り
ま
し
て
、
毎
日
父
の

仕
事
ぶ
り
を
見
て
い
た
の
も
あ
っ
て
、

自
分
も
食
べ
物
を
作
り
た
い
と
思
う
様

に
な
り
洋
菓
子
作
り
を
選
び
、
現
在
に

い
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
迫
桜
高
校
の
生
徒
さ
ん
と
ご
縁

が
あ
り
コ
ラ
ボ
商
品
を
作
り
ま
し
た
。

企
画
・
構
成
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
す
べ

て
生
徒
さ
ん
で
私
は
サ
ポ
ー
ト
役
で
し

た
が
、
限
ら
れ
た
時
間
に
も
関
わ
ら
ず

良
い
商
品
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
生

徒
さ
ん
も
初
め
て
本
格
的
な
洋
菓
子
作

り
に
興
味
津
々
で
、
と
て
も
ス
ム
ー
ズ

に
進
行
し
た
と
思
い
ま
す
。

　
何
を
す
る
に
し
て
も
や
ら
さ
れ
る
の

で
は
な
く
、
自
分
か
ら
進
ん
で
こ
れ
を

や
っ
て
み
た
い
と
思
う
こ
と
が
大
事
な

の
で
、
今
回
体
験
し
た
生
徒
さ
ん
が
自

分
の
目
標
に
向
っ
て
進
ん
で
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。　

　
今
年
も
迫
桜
高
校
一
学
年
の
生
徒
九

名
が
職
場
体
験
に
訪
れ
ま
し
た
。
商
工

会
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
説
明
の
後
、

職
員
が
交
代
で
講
師
役
を
務
め
、
社
会

人
と
し
て
の「
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
マ
ナ
ー
」

や
「
暮
ら
し
と
税
金
」
の
話
、
５
Ｗ
１

Ｈ
で
「
要
点
を
ま
と
め
て
文
書
や
チ
ラ

シ
を
作
っ
て
み
る
」
実
務
体
験
な
ど
も

取
り
入
れ
な
が
ら
の
体
験
学
習
が
将
来

の
進
路
や
職
業
選
択
に
役
立
て
ば
幸
い

で
す
。

　
迫
桜
高
校
に
は
商
工
会
が
行
っ
て
い

る
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
も
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
、本
年
四
月
に
実
施
し
た「
若

柳
桜
ま
つ
り
」
で
は
、生
徒
会
長
を
「
一

日
商
工
会
長
」
と
し
て
委
嘱
し
、
セ
レ

モ
ニ
ー
で
の
挨
拶
を
は
じ
め
、
出
店
者

へ
の
激
励
や
宮
城
県
警
音
楽
隊
へ
の
花

束
贈
呈
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
活
躍
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
八
月
に
実
施
し
た
「
若
柳
夏

ま
つ
り
流
灯
花
火
大
会
」
に
は
、
昨
年

に
続
き
合
唱
部
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。
夏
ら
し
く
浴
衣
姿
で
素

敵
な
コ
ー
ラ
ス
の
披
露
や
、
司
会
進
行

の
お
手
伝
い
も
し
て
い
た
だ
き
、
会
場

と
な
っ
た
中
町
商
店
街
も
華
や
い
だ
雰

囲
気
に
包
ま
れ
、
夏
ま
つ
り
を
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、  

昨
年
迫
桜
高
校
が
取
り

組
ん
だ
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
事
業
」
で
は
、  

地
元
事
業
所
三
社
の
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

の
作
成
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す

る
過
程
で
気
づ
い
た
事
業
所
の
課
題
に

つ
い
て
、
高
校
生
の
視
点
で
ア
イ
デ
ィ

ア
を
出
し
合
う
ア
イ
デ
ィ
ア
ソ
ン
に
よ

り
課
題
解
決
の
提
案
を
受
け
、
事
業
所

か
ら
も
感
謝
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　
迫
桜
高
校
の
教
育
基
本
方
針
で
も
あ

る
「
学
校
と
家
庭
そ
し
て
地
域
社
会
が

一
体
と
な
っ
て
生
徒
を
育
て
る
た
め
の

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
へ
の
実
践
的

な
取
組
み
に
対
し
、
改
め
て
敬
意
を
表

し
ま
す
。
我
々
も
「
地
域
社
会
に
貢
献

す
る
商
工
会
」
と
し
て
「
地
元
の
高
校
」

と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
、
迫
桜
高
校

の
活
動
と
と
も
に
協
働
し
て
「
よ
り
良

い
地
域
づ
く
り
」
を
進
め
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

何
事
に
も
興
味
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　
　
　
　

池

　田

　
　
　聡

め
い
ぷ
る
洋
菓
子
店

会

　長　

川

　嶋

　保

　美

若
柳
金
成
商
工
会

地
域
と
の
繋
が
り
を
大
切
に

総
務
課
長　

後

　藤

　幸

　子

代
表
取
締
役　

鈴

　木

　真

　士

　
　
　
　

池

　田

　
　
　聡

会

　長　

川

　嶋

　保

　美

総
務
課
長　

後

　藤

　幸

　子

代
表
取
締
役　

鈴

　木

　真

　士

若
柳
第
一
自
動
車
学
校

　

㈱
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

　

安
全
な
生
活
を
送
る
た
め
に

未
来
へ
の
可
能
性
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後
期
の
予
定

後
期
の
予
定

編
集
後
記

編
集
後
記

迫桜祭モザイク画
　
い
つ
も
会
報
を
ご
愛
読
い

た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報

「
迫
桜
33
号
」
を
お
届
け
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会

報
発
行
に
あ
た
り
ご
多
用
の

中
、
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
に
は
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
今
回
は
、
本
校
生
徒
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用
に
関
す

る
特
集
を
行
い
ま
し
た
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
方
法

に
つ
い
て
ご
家
庭
の
話
題
の

ひ
と
つ
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
後
も
迫
桜
生
の
活
躍
や
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
様
子
、
多
方

面
か
ら
支
え
て
下
さ
い
ま
す

地
域
の
皆
様
方
の
声
を
会
報

を
通
し
て
お
届
け
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
広
報

委
員
会
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
広
報
委
員
一
同
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（１） 平成29年９月30日発行 （16）平成29年９月30日発行
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平
成
二
十
九
年
度

平
成
二
十
九
年
度

10
月
２
日
㈪
　
後
期
始
業
式

　
　
　
　
　
　
衣
替
え

　
　
６
日
㈮
　
運
動
会

　
　
10
日
㈫
　
開
校
記
念
日

　
　
　
　
　
　
後
期
授
業
公
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
〜
20
日
）

　
　
11
日
㈬
　
芸
術
鑑
賞
会

　
　
21
日
㈯
　
年
次
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
25
日
㈬
　
後
期
生
徒
総
会

11
月
７
日
㈫
　
防
火
避
難
訓
練

　
　
22
日
㈬
　
後
期
中
間
考
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
〜
28
日
）

12
月
６
日
㈬
　
２
年
次
修
学
旅
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
〜
９
日
）

　
　
22
日
㈮
　
全
校
集
会

　
　
24
日
㈰
　
冬
季
休
業

　
　
　
　
　
　
　
　（
〜
１
月
７
日
）

１
月
９
日
㈫
　
全
校
集
会

　
　
13
日
㈯
　
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
試
験
　
　（
〜
14
日
）

　
　
31
日
㈬
　
前
期
選
抜
入
試

　
　
　
　
　
　
　
　（
生
徒
休
業
日
）

２
月
１
日
㈭
　
生
徒
休
業
日

　
　
６
日
㈫
　
３
年
次
後
期
末
考
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
〜
９
日
）

　
　
８
日
㈭
　
前
期
選
抜
合
格
発
表

　
　
23
日
㈮
　
１
・
２
年
次
後
期
末

　
　
　
　
　
　
考
査
　
　（
〜
28
日
）

　
　
28
日
㈬
　
同
窓
会
入
会
式

３
月
１
日
㈭
　
卒
業
式

　
　
６
日
㈫
　
後
期
選
抜
入
試

　
　
　
　
　
　
　
　（
生
徒
休
業
日
）

　
　
７
日
㈬
　
生
徒
休
業
日

　
　
14
日
㈬
　
後
期
選
抜
入
試
合
格

　
　
　
　
　
　
発
表

　
　
　
　
　
　
　
　（
生
徒
休
業
日
）

　
　
23
日
㈮
　
修
了
式

　
　
25
日
㈰
　
年
度
末
休
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
〜
31
日
）

　
　
28
日
㈬
　
離
任
式

　
　
　
　
　（
１
・
２
年
次
登
校
日
）

10月21日（土）10月21日（土）にあります。ぜひ、ご参加下さい。

　　　　　　　この度、生徒会長になった２年４組の
　　　　　　菅原花梨です。
　　　　　　　私は、９月11日に行われた生徒会長
　　　　　　選挙で４っの目標を掲げました。迫桜生
が誇れる長所を作ること、校舎を綺麗に保つこと、時
間を守ること、三大行事に全員が参加し盛り上げるこ
と。良い伝統を引き継ぎ、新しい迫桜高校をつくります。
まずはその土台から。生徒会を中心に有言実行してい
きますので、どうぞよろしくお願いします。
　

　私は生徒会長という役職を１年間務め、本当にたく
さんの経験をさせて頂きました。校内だけでなく、他
校の生徒会役員や地域の方々といった多くの人と関わ
り、自分の視野も大きく広がりました。部活動との両
立や仕事の多さが辛かった時もありましたが、１年間
の任期を終えることができました。次の会長である菅
原花梨さんとともによりよい迫桜高校を創り上げてい
って下さい。
　最後に、１年間ご協力頂いた生徒会役員をはじめ先
生方、本当にありがとうございました。

２年４組　星　　夏月２年４組　星　　夏月
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全国
総合
文化祭

全国
総合
文化祭

一枚一枚貼りました

日本音楽部門に参加して日本音楽部門に参加して

新旧
２年４組　菅原　花梨

３年４組　伊藤　愛望

　私は今回、全国高等学校総合文化祭日本音楽部門に携わら
せていただいて、良い経験ができたと思います。迫桜高校は
箏曲部のない学校なので本当は参加出来ないのですが、コー
チの先生からお声をかけて頂き、宮城県合同チームの一員と
して参加することが出来ました。全国のたくさんの方々が見
に来ていらっしゃる中での演奏はとても緊張しましたが、一
生に一度というぐらいの機会なので、素晴らしい経験をさせ
て頂いたと思っています。私は運営の方にも関わらせて頂い
たのですが、合同チームでの練習やリハーサル、交流会の練
習であまり参加できなかったので、仕事があまり出来なかっ
たことが少し悔しかったです。他県の演奏を聴くことが出来
たのも良かったと思っています。賞にはいった高校の演奏は
もちろん、同じ曲でも高校によって表現の違いがでるのが面

白く、私がこれから練習
していくうえで参考にな
ることが多かったので勉
強になりました。
　今回は参加させて頂き、
本当にありがとうござい
ました。とても良い経験
をさせて頂いたので、こ
の経験を色々なことに活
かして頑張りたいと思い
ます。


